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2023年 4月 1日 

会員各位 

 

私立医科大学臨床検査技師会 

                         会長 宮城 博幸 

 

2023年度私立医科大学臨床検査技師会活動方針（案） 

 

 我々は、会則の定めるところに従い、会員の学術知識および技術向上をはかるととも

に会員相互の情報交換を深めることを目的に下記の活動を行います。また、私立医科大

学中央検査部技師長会や会員施設ならびに賛助会員と連携をとり、ニーズに沿った会員

満足度の高い会運営を目指します。なお、COVID-19 感染症の影響により予定が変更さ

れる可能性があります。ご理解いただきますようお願い致します。 

 

記 

 

※活動内容 

1.2023年度学術セミナーの開催 

日 時：10月以降（技師長会の翌日開催予定） 

方 式：現地開催（予定） 

テーマ：（仮題）「「キャリアアップを目指そう」 

～各種認定資格や学位取得のサポートをします～  

内 容：1.(仮)一般演題発表（5～10題） 

2.(仮)基礎講座のまとめの講演 

3.(仮)ランチョンセミナー 2社 

4.(仮)シンポジウム ～キャリアアップを目指そう～ 

5.(仮)特別講演 

 

2. 認定一般検査技師取得に向けた基礎講座の開催 

今年度より新たな企画として、各種認定技師取得に向けた基礎講座をシリーズ化し、

今後、数年にわたり開催いたします。今年度は認定資格の中でも合格率が低い認定一

般技師所得に向けた基礎講座を 3～4回に分けて Web配信方式にて開催します。 

 

3.会誌「KAMERADEN」の発行 

会誌「KAMERADEN」の発行は、秋号（10月発行；研修会抄録集合併号）のみとしま

す。これまでの春号の内容（前年度学術研修会の特集号）や投稿・依頼原稿等につい
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てはできるだけホームページを活用し、迅速な対応を行います。 

 

4.ホームページの充実 

  賛助会員ページの充実や各種研修会の動画配信等コンテンツの充実を図ります。ま

た、Webに対応した研修会の開催や会員交流ページの具現化等すべての会員が有効活

用できるホームページの構築を目指します。 

 

5.日本医療検査科学会第 55回大会での共催シンポジウムの開催 

5年連続で日本医療検査科学会第 55回大会において以下の内容で共催シンポジウ

ムを開催します。 

 ※内容予定 

  日 時：2023年 10月 8日(日) 

  テーマ：（仮題）「POCT の精度管理、機器管理を探る。 ～精度保証できています

か？～」 

シンポジウムの内容 

①POCT機器管理、精度管理を実施している施設の運用  

     ②機器管理、精度管理が出来ない現状の問題提議 

     ③POCTの精度管理の現状と今後の対策 

 

6.会議関係 

  会議関係は、Web（Zoom）と集会をおりまぜ開催する予定です。回数は、理事会を 9

回(そのうち集会は 3回)、編集委員会を 7回予定しています。また、これ以外に必要

な連絡についてはメーリングリスト等を活用し、フレキシブルな対応を心掛けます。 

 

7.その他 

 特になし 

 

以上 


